
◆鹿島神宮は年間100万人以上の観光客が訪れる観光拠点
◆一方で観光客の大半が鹿島神宮の参拝のみであることに加え、

鹿嶋市民の来訪者も減少しており、商店街の活気が失われつつある

鹿嶋市では、歴史・文化を活かした景観・街並みの整備や、

新たな交流空間の整備により地区の魅力を高め、にぎわいあるまちづくりを推進！

＜シリーズ なるほど公共事業 （Ｒ７）Ｎｏ.９＞

歴史・文化を活かした街並み整備により、まちのにぎわいを創出
－鹿島神宮周辺のまちづくり－

事業の目的

事業の効果

事業の概要

鹿島神宮

広場と駐車場を整備

新たな交流空間の整備
子育て支援センターを
郊外から市街地へ移設整備

駅前広場を整備

・鹿島神宮周辺の歩行者数が約1.2倍に増加 （R4とH29の比較）

・子育て支援施設の利用者数が約2.4倍に増加 （R6とH29の比較）

歴史・文化を活かした街並み整備などにより、まちのにぎわいを創出 !!

商店街の通りを石畳風に

民間施設の外観の改修

景観、街並みの整備


